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― w.jetro.go.jp/

▼韓国の大宇インターナショナル、ヤンゴン

でホテル建設 16年末に完成予定

韓国の貿易商社、大宇 (デウ)イ ンターナシ

ョナルはミャンマーのヤンゴンにホテルを

建設する。ホテルロッテ、大宇証券などほ

かの韓国企業と協力 して事業を進め、2016

年末の完成を見込む。同社は13年からミャ

ンマー沖でガスの商業生産を始めており、

引き続き同国への投資を進める構えだ。(W
ww.jetro.go.jp/biZnews/5379725ela9c8)

▼上海試験区経由の輸入品、国内出荷前の一

括検疫が可能に

中国 (上海)自 由貿易試験区を経由する輸

入品に対する事前検疫検査制度が始まっ

た。国外から試験区内に搬入する時点で一

括 して検疫検査することで、その後、複数

回に分けて区外に出荷することが可能とな

った。同制度のテス トでは、区外への出荷

時間が大幅に短縮できたという。これまで

は国外から試験区内を経由して区外に販売

する場合は、出荷するたびに輸入品として

検疫検査を受ける必要があった。 (WWW.j
etro.go.jp/bizneWS/5375e05a69780)

▼イン ドネシア、 4月 の消費者物価上昇率

3カ月連続で17%台

インドネシア中央統計庁の発表によると、

2014年 4月 の消費者物価指数 (CPI)上
昇率は前年同月比7.25%だ った。 3カ月連

続で 7%台となったものの、上昇幅は前月

よりも縮小した。食材と衣料の価格下落が

インフレ率を押し下げ、前月比ではマイナ

ス0.02%と なった。 (WWW.jetro.go.jp/biZ

news/537aa93223668)

― wobushesswire,com/

▼米NCR、 北米市場向けに米アップルの夕

ブ レッ ト端末「 iPad(ア イパッド)」

で操作できる中刈ヽ規模の飲食店専用のPO
S(販売時点情報管理)システムを開発 (W
ww.ncr,com)

▼仏インサイ ドセキュア、電子政府などに利

用するセキュリティー向けマイコンを発表

(WWW.insidesecure,com)

▼調査会社 リサーチ・ アンド・ マーケッツ、

ドイツの太陽光発電の2025年までの市場予

測を発表 (WWW.researchandmarkets.com)

▼産業機器メーカーの米エレク トロ・ サイエ

ンティフィック・イングス トリーズ、精度

を高めたレーザー加工機の発売 (WWW.eSi.

com)

▼米調査会社ナ ビガン ト・ リサーチ、電動二

輪車の世界販売台数が2023年に年 600万台
へ拡大 と予測 (WWW.navigantresearch.co
m)

▼バイオ医薬の米オプ コ・ ヘルス、血液で前

立腺がんの発症 リスクなどがわかる検査の

ア

ジ

ア

ログ

ロ

ー

バ

ル

中
国
と
の
南
シ
ナ
海
の
領

有
権
問
題
で
注
目
が
集
ま
る

ベ
ト
ナ
ム
だ
が
、
産
業
政
策

で
は
２
０
２
０
年
ま
で
の
先

進
工
業
国
入
り
を
目
標
に
掲

げ
て
い
る
。
新
興
国
の
例
に

漏
れ
ず
課
題
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
に
向
け
、
現
在
取
り
組
ん

で
い
る
の
が
、
民
間
資
金
を

活
用
し
て
官
民

一
体
で
イ
ン

フ
ラ
整
備

。
運
営
す
る
Ｐ
Ｐ

Ｐ

（
パ
ブ
リ

ッ
ク

・
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト

・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
）
の
新
た
な
活
用
法
だ
。

ベ
ト
ナ
ム
政
府
は
イ
ン
フ

ラ
整
備
に
あ
た
り
、
投
資
余

力
が
乏
し
く
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
活
用

に
期
待
を
か
け
る
し
か
な
い

現
実
と
向
き
合

っ
て
き
た
。

し
か
し
、
現
行
の
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の

関
連
法
は
事
業
実
施
プ

ロ
セ

ス
が
複
雑
な
上
、
民
間
事
業

者
に
対
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
な

い
た
め
使
い
勝
手
が
悪
く
、

活
用
は
進
ん
で
い
な
い
。

意
見
を
聴
取
し
な
が
ら
調
整

中
だ
が
、
草
稿
か
ら
は
プ

ロ

セ
ス
の
簡
易
化
と
民
間
事
業

者
に
対
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
向
上
を
目
指
す
方
針
が
見

て
取
れ
る
。

現
行
制
度
で
は
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ

事
業
を
民
間
提
案
で
形
成

。

準
備
す
る
際
に
は
、
提
案
肉

容
は
地
方
政
府
な
ど
の
実
施

機
関
で
受
理

。
検
討
さ
れ
た

後
、
中
央
政
府
で
改
め
て
検

討

・
承
認
を
受
け
る
必
要
が

あ
る
。
し
か
し
、
新
Ｐ
Ｐ
Ｐ

政
令
で
は
実
施
機
関
自
身
の

判
断
で
事
業
化
に
向
け
た
準

備
を
進
め
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
予
定
だ
。
他
の
事
業
者

か
ら
競
合
提
案
が
な
い
場
合

は
民
間
提
案
を
入
札
な
し
で

採
用
で
き
る
仕
組
み
の
導
入

も
検
討
し
て
い
る
。

法
人
所
得
税
の
優
遇
や
事

南
部
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
の
東
、　
　
ヽ

ザ
ウ
ザ
ギ
と
フ
ァ
ン
テ
ィ
エ
　
コ
Ч

”
い
韓
脚
お
沸
枠

の
（

道
蜘
や

ｏ９８ Ｐ

」
」
中

期
膨
［
↓

部 ェ
″
掛
瞳
熱
攀
報

品
〉

口

斯
汚

プ ′ヾ

。 ィ
ガ
だ
刈
ル
打

ン ．
舛

注
側
ぃ

み
呻
Ⅵ

Ｖ Ｆ
」
】
噺
卿
能
『
勢

競
う
入
札
な
ど
が
試
行
的
に

行
わ
れ
て
い
る
。

新
Ｐ
Ｐ
Ｐ
政
令
が
整
備
さ

れ
れ
ば
Ｐ
Ｐ
Ｐ
事
業
の
活
発

化
が
進
む
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、

Ｐ
Ｐ
Ｐ
事
業
の
事
業
者
選
定

は
、

‐４
年
７
月
に
胞
行
さ
れ

る
調
達
法
に
基
づ
い
て
実
施

さ
れ
そ
う
な
こ
と
に
は
留
意

が
必
要
だ
。
調
達
法
で
は
原

則
的
に
国
際
入
札
が
行
わ
れ

る
こ
と
か
ら
事
業
者
選
定
で

は
特
に
価
格
が
重
要
な
要
素

と
な
る
。
中
国
や
韓
国
企
業

と
価
格
競
争

と
な

っ
た
場

合
、
日
本
企
業
は
不
利
と
な

ら
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。

日
本
企
業
が
ベ
ト
ナ
ム
で

の
Ｐ
Ｐ
Ｐ
事
業
で
稼
ぐ
に
は

価
格
競
争
だ
け
に
陥
ら
な
い

対
策
が
必
要
だ
。
公
的
機
関

が
立
案
し
た
事
業
に
応
札
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
新
Ｐ
Ｐ

Ｐ
政
令
で
導
入
が
検
討
さ
れ

て
い
る
民
間
発
恵
型
の
プ

ロ

ジ

ェ
ク
ト
提
案

へ
の
注
力
が

重
要
に
な
る
。
日
本
政
府
も

イ
ン
フ
ラ
輸
出
戦
略
を
強
化

す
る
中
で
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
仕
組

み
を
重
視
し
て
お
り
、
民
間

事
業
者
の
提
案
に
よ
る
事
業

計
画
策
定
に
際
し
て
の
支
援

制
度
を
強
化
し
て
い
る
。

ベ
ト
ナ
ム
の
公
共
事
業
を

巡

っ
て
は
政
府

開

発
援
助

（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
事
業
を
受
注
し

た
日
本
企
業
が
ベ
ト
ナ
ム
側

に
リ
ベ
ー
ト
を
支
払

っ
て
い

た
問
題
が
発
覚
。
ま
た
同
国

経
済
全
体
に
つ
い
て
は
反
中

デ

モ

の
影
響
が
懸
念
さ
れ

る
。
と
は
い
え
新
し
い
Ｐ
Ｐ

Ｐ
の
活
用
法
を
見
据
え
て
現

地
関
係
機
関
の
エ
ー
ズ
を
把

握
し
、
日
本
の
強
み
を
生
か

し
た
独
自
性
の
高
い
提
案
を

行
う
こ
と
が
ベ
ト
ナ
ム
で
の

イ
ン
フ
ラ
ビ
ジ
ネ
ス
活
性
化

の
カ
ギ
と
な
る
は
ず
だ
。

□

日本総合研究所
総合研究部門 マネジャー 高植,:秀文氏

基
盤
整
備
へ
過
程
簡
素

そ
こ
で
政

府
は
今
夏
の

新
Ｐ
Ｐ
Ｐ
政

令
の
公
布
に

向
け
た
準
備

作
業
を
急
ピ

ッ
チ
で
進
め

て
お
り
、
３

月
に
は
車
稿

（第
２
版
）

を

発

表

し

た
。
現
在
は

国
内
外
の
各

機
関
か
ら
の

Lコ

ベトナム、民間資金活用で改革

ザウザイーフアンティ
プロジエクトの概要
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に
同
国
最
大
の
港
湾
開
発
事
業
を
受
注
。

収
益
の
柱
で
あ
る
海
外
事
業
の
展
開
を
加

速
し
て
い
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｓ
Ｉ
は
今
月
２
日

に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
子
会

社
を
通
じ
、
メ
ル
ボ
ル
ン
港

を
運
営
す
る
ポ
ー
ト

。
オ
ブ

ｏ
メ
ル
ボ
ル
ン
と
契
約
を
締

結
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｓ
Ｉ
は
同
港
内

で
予
定
さ
れ
る
新
タ
ー
ミ
ナ

ル
の
建
設
、
運
営
、
維
持

。

管
理
な
ど
を
行
う
。
契
約
期

間
は
２
０
４
０
年
６
月
ま
で

で
、
投
資
額
は
約
５
億
５
千

万
豪

，レ
ド

（約
５
２
０
億
円
）
。

‐７
年
１２
月
ま
で
に
完
成
す

る
予
定
。
新
タ
ー
ミ
ナ
ル
の

イ
ラ
ク
で
は
最
大
港

ブ
ラ
ジ
ル
資
源
大
手
ヴ

ァ
ー

レ
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
子
会
社
。

ス
テ
ン
レ
ス
鋼
の
原
料
と
な
る

ニ
ッ
ケ
ル
鉱
石
を
マ
ッ
ト
と
呼

ぶ
泥
状
に
加
工
し
住
友
金
属
鉱

．
山
な
ど
に
供
給
す
る
。
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
政
府
が
１
月
に
未
加
工

の
ニ
ッ
ケ
ル
鉱
石
の
禁
輸
措
置

を
実
施
し
、
価
格
上
昇
の
恩
恵

を
受
け
る
と
の
見
方
で
株
価
は

昨
年
末
か
ら
急
騰
し
て
い
る
。

１
９
６
８
年
に
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル

・
ニ
ッ
ケ
ル

・
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
と
し
て
創
業
。
２
０

１
１
年
に
社
名
変
更
し
た
。
発

行
済
み
株
式
数
の
う
ち
ヴ
ァ
ー

レ

の
カ
ナ
ダ
子
会
社

が
開
％

弱
、
住
友
鉱
山
が
２０
％
を
保
有
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
中
部
ス
ラ
ウ

ェ

シ
島
で
ニ
ッ
ケ
ル
の
採
掘
と
加

工
を

一
貫
し
て
手
掛
け
る
。

‐３
年
の
生
産
量
は
７
万
５
８

０
２

ント
と
、
同
国
で
は
国
営
ア

ネ
カ
・タ
ン
バ
ン
に
次
ぐ
２
位
。

自
家
発
電
用
の
水
力
発
電
設
備

を
運
営
し
、

「生
産
コ
ス
ト
は

世
界
最
低
水
準
」

（
バ
ハ
ナ
証

ほ
か
、
コ
ン
テ
ナ
積
み
下
ろ

し
の
た
め
の
大
型
ク
レ
ー
ン

６
基
も
設
置
さ
れ
る
計
画

だ
。
貨
物
取
扱
量
は
年
間
１

４
０
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ

（２０
愕

コ
ン

テ
ナ
換
算
）
と
な
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｓ
Ｉ
は
４
月

に

は
、
イ
ラ
ク
港
湾
公
社
か
ら

同
国
南
部
ウ
ン
ム

・
カ
ス
ル

港
の
開
発
事
業
を
受
注
。
同

港
の
岸
壁

「
バ
ー
ス
２０
」
の

既
存
施
設
の
１０
年
間
の
管
理

。
運
営
に
加
え
、
新

コ
ン
テ

ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
建
設
と
２６

年
の
使
用
権
を
獲
得
し
た
。

新
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
２
０
０

房
の
埠
頭
を
整
備
。
完
成
す

れ
ば
合
計
で
６
０
０
析
の
埠

頭
を
持

つ
施
設
と
な
り
、
取

扱
量
は
９０
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
に
増
え

る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｓ
Ｉ
の
初
期
投

資
は
１
億
３
千
万

，レ
ド

（約
１

３
２
億
円
）
を
見
込
む
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｓ
Ｉ
は
日
本

（沖

縄
県
）
を
含
む
全
世
界
２０
ヵ

国
以
上
で
港
湾
運
営
に
携
わ

り
、
積
極
的
な
事
業
拡
大
で

収
益
を
伸
ば
し
て
い
る
。

‐４
年
１
～
３
月
の
港
湾
事

業
の
売
上
高
は
前
年
同
期
比

‐９
％
増
の
２
億
４
８
９
０
万

，レ
ド
。
こ
の
う
ち
マ
壬
フ
、
ブ

ラ
ジ
ル
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
エ

ク
ア
ド
ル
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
、

中
国
、
パ
キ
ス
タ
ン
に
あ
る

主
要
７
港
の
売
り
上
げ
が
全

体
の
７６
を
占
め
る
。
純
利
益

は
同
２９
％
増
の
５
２
４
０
万

，レ
ド
。
コ
ン
テ
ナ
の
取
扱
量
は

１
７
６
万
Ｔ
Ｅ
Ｕ
と
前
年
同

期
に
比
べ
１７
％
増
え
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｓ
Ｉ
を
率
い
る
ス

ICTSIが 運 営するマダ

ガスカルの トアマシナ港

ペ
イ
ン
系
の
エ
ン
リ
ケ

。
ラ

ゾ
ン
氏
は

「
港
湾
王
」
と
呼

海
上
採
掘
、総
額
３‐７
億
円

サ
プ
ラ
ク
ン
チ
ャ
ナ
、５
件
獲
得

掘

・
採
掘
施
設
建
設
作
業
を

受
注
し
た
。

サ
プ
ラ
ク
ン
チ
ャ
ナ
が
ク

ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
証
券
取
引

所
に
提
出
し
た
資
料
か
ら
明

ら
か
に
な

っ
た
。
ア
フ
ィ
ン

。
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
バ
ン

ク
の
調
査
に
よ
る
と
、
サ
プ

ラ
ク
ン
チ
ャ
ナ
は
足
元
で
約

８０
億

，レ
ド
相
当
の
受
注
を
抱
え

て
い
る
。
今
回
の
新
規
の
契

約
は
、
今
後
２
年
間
の
収
益

に
プ
ラ
ス
に
作
用
す
る
と
み

ら
れ
る
。

サ
プ
ラ
ク
ン
チ
ャ
ナ
は
世

界
最
大

の
石
油
サ
ー
ビ
ス
関

連
会
社
の

一
つ
で
、
上
流
の

石
油
ガ
ス
産
業
向
け
に
様
々

な
サ
ー
ビ
ス
や
ソ
リ

ュ
ー
シ

ョ
ン
を
提
供
し
て
い
る
。
２

０
１
３
年
２
月
～
１４
年
１
月

期
の
売
上
高
は
８４
億
リ
ン
ギ

ッ
ト

（約
２
６
５
０
億
円
）
、

純
利
益
は
Ｈ
億
リ

ン
ギ

ッ
ト

だ

っ
た
。

券
）
と
の
声
が
あ
る
。

ニ
ッ
ケ
ル
鉱
石
の
禁
輸
措
置

を
受

け
て
供
給
不

安

が
広
が

り
、
ヴ

ァ
ー
レ
の
株
価
は
昨
年

末
か
ら
５
割
上
昇
し
て
い
る
。

前
期
に
価
格
を
決
め
た
調
達
契

約
が
多
く
、

１４
年
１
～
３
月
期

の
売
上
高
は
前
四
半
期
と
比
べ

て
６
％
増

に
と
ど
ま

っ
た
が

「
販
売
価
格
は
年
後
半
に
か
け

て
回
復
す
る
」

（
ニ
コ

・
カ
ン

タ
ー
社
長
）
見
通
し
だ
。

‐４
年
の
生
産
量
目
標
は
前
年

比
５
％
増
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ニッケル禁輸措置で恩恵
《会社概要》

▽本  社  ジ ャカルタ

▽設  立  1968年
▽代表者  ニ コ・ カ ンタ ー社長

▽売上高  9億 2163万日レ

(2013年 12月期 )

▽純利益  3865万 ドル(「司)

(注)1ドル=約 101円

ヴァーレ・インドネシア(イ ンドネシア)

東南アジア各国の流通に占める
「
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